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政策群：障害児・者

障害児・者にとっ
て暮らしやすいま
ちとなっている

障害児・者に
とって

暮らしやすい
まち

だと答えた
市民の割合

住みやすい暮らし
やすい環境の実現
に向けた取組が更

に進んでいる

住みやすい暮らしやすい
環境の実現に向けた取組

が進んでいる

グループホーム
利用者数

障害児・者に対する支援充実に向けた取組
（障害者プランの推進等）

地域での生活を支える仕組みづくり

障害に合わせた住まいの選択の推進

精神障害にも対応した
地域包括ケアシステムの構築

医療的ケア児・者等への
サポートの推進

就労（就労支援、幅広い仕事や工賃の
向上による生活支援）

日中活動（生活介護、自立訓練）

スポーツ・文化芸術
（インクルーシブスポーツの推進）

互いの存在に気づき、身近に感じる
仕組みづくり（障害理解促進・啓発）

福祉人材の確保・育成

メタバース空間を通じた
交流機会の構築

やさしい公園づくり

医ケア児・者等
支援者養成数

（養成研修修了者数累計）

福祉施設から
一般就労への移行者数

療育の取組

療育と教育の連携（横浜型センター的
機能の充実、相談体制の強化）

教育環境・教育活動の充実

育む・学ぶの取組数

住む・暮らしの取組数

様々な場面を
支える取組数

働く・楽しむの取組数

成果につながる
主な活動量

計画期間
における成果

中間的な政策効果
市民の皆様の
暮らしの意識

計画期間における成果
につながる主な活動

インクルーシブな
環境への満足度

政策指標
（モニタリング指標）

施策指標
（計画推進指標）

医療的ケア児の
待機児童数

62
※ 中間的な政策効果は、市民の皆様の暮らしの意識を表す指標の向上に向けた経路の思考・確認の一例を掲載

本計画に記載以外の中間的な政策効果も含め、個別分野別計画の取組と連動させ、状態を確認・検証しながら柔軟に実践

※ 取組に記載している個別分野別計画はR7.12時点
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長方形




